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　1．研究の目的

　シンチカメラのCRT像をライフサィズに拡大する

ことにより，読影上生体における病巣の位置ぎめがより

的確になるなどの利点がある．そのためにはCRT像が

黒化度の点でも歪みなく忠実に拡大像上に投影されなく

てはならない．そこでライフサイズ像のuniformityに関

して理論的ならびに実験的に検討を加えなくてはならな

い．

　皿．実験方法ならびに結果

　1．ライフサイズ像に生ずるシェイディングに関する

　　理論的検討

　Lambertの法則から照度は光源受光面への垂線となす

角度をθとするとc。sθ4に比例して周辺が暗くなる式が

誘導される．

　コントラストを増強するためには撮影フィルムは高ガ

ンマフィルムを使用するため生じたシェイディングをさ

らに誇張する結果になる．

　2．ユニフォームな99mTc曲線像を用いたシンチカメ

ラ，ライフサイズ像および光源を用いたライフサイズア

ダプター像を実験的に作りそのUniformityと上記理論

値を比較した結果我々の推論の妥当性を確めることがで

きた．

　田．上記の結果から現在のライフサイズアダプターを

改良し得る数種の方法について言及する．
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　シンチレーション・カメラの感度の不均一性はコリメ

ー タを取りはずして，一様なγ線をクリスタルに入射さ

せる状態で測定するfloodによって求められるものと，

コリメータ自体の立体角の僅かな変動に起因するものの

2つが原因と考えられる．我々は99mTcと57Coを用いて

大型遅延線方式シソチレーションヵメラのfloodイメー

ジを測定し，それによる感度の不均一性について報告し

たが，今回は平板容器に99mTcと57Coを充填した線源を

用い，コリメータを取りつけた際の総合的な感度不均一

性について検討した．

　平板線源は大型カメラの視野を充分にカバーするルサ

イト板1cm厚の間に2cmの水溶液が充墳できる構造で

ある．99mTc溶液を満たしてその均一性をスキャナによ

って測定した結果±4％以内で一様であった．測定は平

行多孔コリメータが2種（高分解能と4000ホール），ピン

ホールおよび傾斜孔廻転式断層コリメータの4種につ

き，ウィンドウ140keV，10％，20％，30％および80％

で行われた．なお，測定の前後には99mTc点線源による，

floodも得ておき，前回との比較が可能となるようにし

た．さらに平板線源からのγ線に散乱を加えるため，ル

サイト板数cmを線源とコリメータの間に挿入した条件

での測定も行なった．ガソマ線のエネルギースペクトル

はカメラのZ信号を多重波高分析器に入力することによ

って求めた．

　結果は未だ完全な解析を終えてはいないが，floodの

場合と同様，コリメータ付きの場合も不均一性はウィン

ドウ幅や散乱の条件によって変動する．特に断層コリメ

ー タでは廻転角によって不均一性パターンが異なる．さ

らに電算機を用いて詳細な解析を行い報告する．
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